
南
山
城
笠
置
寺
の
磨
崖
佛

泉
橋
寺
の
地
蔵
石
像
―
―
西
和
東
村
瀧
堂
の
磨
崖
爾
勒
石
像

吉
野
朝
の
遺
跡
で
名
高
い
笠
置
寺
は
、
京
都
府
下
の
相
槃
郡
笠
置
村
大
字
南
笠
置
に
あ
る
。
寺
記
に
よ

る
と
自
鳳
年
間
の
草
創
で
、
む
か
し
は
信
房
四
十
九
院
を
か
ぞ
へ
、
山
に
標
う
崖
に
架
し
て
堂
塔
伽
藍
が

螢
ま
れ
て
あ
っ
た
が
、
兵
火
の
た
め
に
表
亡
し
ヽ
近
世
ま
で
な
ほ
数
院
を
存
し
て
を
つ
た
が
、
そ
に
も
嘉

永
七
年
の
地
震
に
顛
減
し
て
、
現
在
で
は
ゎ
づ
か
に
扁
壽
院
と
い
ふ
笠
置
寺
塔
頭
の
一
院
．だ
け
が
残
っ
て

ゐ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
笠
置
寺
で
あ
る
。
木
津
川
の
碧
渾
を
棒
へ
て
、
三
而
絶
壁
を
な
す
峻
峰
の
山
頂
に

に
つ
て
ゐ
る
。
省
線
笠
置
畔
ょ
う
十
数
丁
、
い
ま
新
道
が
で
き
て
登
攀
が
割
合
に
ら
く
と
な
つ
た
が
、
そ

に
で
も
坂
路
は
相
常
に
瞼
‐――ＩＬ
で
ぁ
る
。

山
頂
に
奉
祀
せ
る
常
山
の
鎮
守
椿
本
殿
の
祠
前
よ
う
左
折
し
て
北
に
す
す
む
と
、
林
間
に
一
大
三
巖
の
　
６．

断
崖
上
に
横
は
る
の
を
み
る
が
、
こ
れ
は
業
師
石
と
稀
し
て
、
高
さ
四
十
尺
、
幅
三
十

一
尺
、
薬
師
佛
の

‐‐――‐‐‐＝

＝
撫
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榊
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立
像
を
線
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
隣
り
に
あ
る
も
の
は
文
殊
石
と
い
つ
て
、
高
さ
二
十
二
尺
、
幅
十

六
尺
、
文
殊
菩
薩
の
立
像
を
彫
出
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
附
近
に
あ
る
最
も
亘
大
な
る
も
の
を
　
″

爾
勒
石
と
呼
び
、
高
さ
五
十
二
尺
、
幅
四
十
二
尺
の
雄
偉
驚
く
べ
き
亘
巖
で
あ
る
。
こ
れ
は
巖
面
を
壷
形

に
彫
り
凹
め
て
磨
き
あ
げ
、
そ
の
う
ち
に
爾
勒
菩
薩
の
立
像
を
線
彫
し
て
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
山
州
名

跡
志
巷
十
六
に
よ
る
と

「
立
像
八
尺
許
」
で
あ
つ
た
と
い
ふ
ｏ
こ
の
磨
崖
粥
勒
石
像
は
も
と
営
寺
の
本
奪

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
文
明
十
四
年
の
逃
作
と
お
も
は
れ
る
笠
置
寺
縁
起

詢
雛
職

に
徴
す
れ
ば
、
天
智
天

皇
の
皇
子
こ
の
山
に
遊
猟
せ
ら
れ
て
危
難
に
遭
ひ
給
ひ
三
賓
の
加
護
に
よ
つ
て
救
は
れ
給
う
た
。
よ
つ
て

の
ち
こ
こ
に
佛
寺
を
螢
み
、
山
を
ひ
ら
き
給
ひ
し
と
き
、
天
人
き
た
つ
て
彊
勒
佛
の
奪
像
を
刻
ん
だ
も
の

と
い
ひ
、
自
鳳
年
中
化
人
刻
彫
の
奪
像
で
あ
る
と
仲

へ
て
ゐ
る
。
帝
王
編
年
記
に
も

「
天
智
天
皇
甲
子
天

人
降
造
二笠
置
石
像
爾
勒
Ｌ

と
見
え
、
ま
た
今
昔
物
語
窓
十

一
に
も
前
述
縁
起
の
文
と
同

一
の
博
詭
を
つ

た

へ
て
、
こ
の
石
像
ヒ
化
人
の
作
と
目
つ
て
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
所
博
は
、
惟
ふ
に
共
庭
に
多
少

と
も
に
寺
家
の
潤
色
が
あ
つ
て
、
い
か
な
る
程
度
に
ま
で
憑
依
す
べ
き
も
の
か
甚
だ
惑
は
ぎ
る
を
得
な
い

ふ
し
が
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
こ
に
は
ふ
る
く
寺
堂
の
経
響
が
あ
つ
た
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
る
。
そ
れ
は
足
立
康
氏
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
康
和
三
年
頃
の
著
録
に
な
る
爾
勒
菩
薩
書
像
集
欺
れ
綱
唯

繰
む
に
も
、
こ
の
粥
勒
石
像
の
算
影
が
載
せ
て
あ
―‐
、

藤
原
宗
忠
の
中
右
記
元
永
元
年
間
九
月
廿
し
日
の
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ナ
ー
こ
オ
じ
ク
月
偶
に
　
舶
，
に
募
庭
に
多
少

と
も
に
寺
家
の
潤
色
が
あ
つ
て
、
い
か
な
る
程
度
に
ま
で
憑
依
す
べ
き
も
の
か
甚
だ
惑
は
ぎ
る
を
得
な
い

ふ
し
が
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
こ
に
は
ふ
る
く
寺
堂
の
経
替
が
あ
つ
た
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
る
。
そ
れ
は
足
立‘
康
氏
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
康
和
三
年
頃
の
著
録
に
な
る
爾
勒
菩
薩
書
像
集
欺
雄
締
彫

粋
む
に
も
、
こ
の
彊
勒
石
像
の
算
影
が
載
せ
て
あ
―‐
、

藤
原
宗
忠
の
中
右
記
元
永
元
年
開
九
月
十
七
日
の

條
に
も
、
妻
子
奴
婢
を
件
ひ
舟
に
て
木
津
川
を
湖
り
笠
置
に
巻
山
せ
し
こ
と
を
述
べ
た
く
だ
り
に

十
七
日
、
已
着
笠
置
津
―
―
登
坂
十
町
許
、
参
着
爾
劫
石
像
前
―
―
皆
逢
三
含
之
暁
、
悉
結
一
乗
之

縁
、
此
趣
令
啓
白
、
且
致
所
念
、
且
行
赳
寿
、
事
了
暫
留
信
房

と
出
で
て
、
今
昔
物
語
の
記
載
と
相
拉
ん
で
、
と
に
か
く
不
安
時
代
よ
う
こ
の
笠
置
寺
本
年
の
彊
勒
石
像

が
諸
人
潟
仰
の
的
と
な
つ
て
を
つ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
自
鳳
十
二
年
役
優
婆

寒
が
常
山
に
登
つ
て
千
手
窟
に
詣
で
た
と
い
ふ
笠
置
寺
縁
起
の
記
事
は
さ
て
措
き
、
同
縁
起
に

翠
☆
皇
帝
　
篤
二東
大
寺
大
佛
殿
御
建
立
一。
自
二伊
賀
國
・欲
レ下
〓材
木
・。
泉
州
之
河
上
。営
山
之
麓
。

大
岩
山
。
河
之
而
四
町
餘
覆
塞
。
而
河
流
通
二岩
下
・。
船
筏
通
元
レ由
。
”
朝
議
煩
レ之
。
千
ン時
良
扉

絆
ェ
奉
一一宣
旨
・。
籠
二笠
置
寺
千
手
窟
・行
〓千
手
秘
法
一。
雷
神
下
而
推
〓破
彼
巌
山
一
流
・河
水
之
滞
・́。

船
筏
之
通
無
レ煩
一云
々
Ｏ
諫
録
二寺
陀
轡
淵
″　
彼
雷
神
者
。　
善
達
龍
王
現
〓小
之
身
・。
従
二彼
窟
之
龍
穴
・出

現
。
而
千
手
堂
正
面
之
左
邊
之
桂
馬
レ便
登
レ
天
。　
降
二大
雨
・成
二洪
水
・。
印
時
此
岩
山
崩
流
。　
而
大

帥
殿
之
料
材
。
河
上
無
ν障
下
者
也
。

と
あ
つ
て
、
良
排
僧
正
と
笠
置
と
が
ふ
か
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る
の
は
之
を
逸
す
る
わ
け
に

は
り
く
ま
い
。
わ
け
て
も
良
辮
絆
正
の
上
足
で
、
同
信
正
の
東
大
寺
別
営
た
り
し
期
間
、
維
別
営
と
し
て

良
舛
を
助
け
東
大
寺
の
経
螢
に
蒜
痺
し
て
大
功
あ
っ
た
賓
忠
和
省
が
、
ま
た
こ
の
笠
置
と
頗
る
密
接
な
る
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所
件
の
あ
る
の
も
、笠
置
の
磨
崖
佛
を
考

へ
る
場
合
こ
れ
を
雲
姻
過
限
醜
す
る
こ
と
が
出
水
ぬ
で
あ
ら́
う
。

と
い
ふ
わ
け
は
、
賞
忠
和
筒
こ
そ
は
、
じ
つ
に
か
の
奈
良
高
畑
の
頭
塔
の
構
築
に
主
要
な
る
役
割
を
演
じ

た
常
事
者
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
賞
忠
和
街
と
笠
置
と
の
開
係
は
東
大
寺
要
鋒
に
も
見
え
て
を
り
、
要

鋒
か
ら
そ
の
一
部
分
を
祀
逃
し
た
も
の
と
信
ぜ
ら
る
る
笠
置
寺
縁
起
に
も
載
せ
て
あ
る
が
、
い
ま
た
に
笠

置
寺
縁
起
に
よ
つ
て
そ
の
一
節
を
引
い
て
み
よ
う
ｏ

天
不
勝
賓
三
年
叫
十
月
。
貸
忠
和
街
。　
自
〓笠
置
寺
之
龍
穴
・入
而
過
・・北
方
江

一
――１１．餘
・・。
則
都
卒
之

内
院
也
。
四
十
九
院
摩
尼
賓
殿

一
々
巡
こ礎
之
・。
共
内
諸
天
殊
集
會
。
而
勤
・
修
十

一
而
之
悔
過
・
之

庭
在
ν
之
。
抗
二常
念
親
音
院
・。
和
衛
弄
〓翠
衆
之
行
法
・。
棋
〓此
行
・於
二人
中
・可
・勤
行
・之
由
伺
・摯

衆
¨
則
告
日
。
此
所

一
書
夜
営
二人
間
四
百
歳
・。
然
者
。
行
法
軌
則
規
々
不
」弼
二千
反
之
行
こ
・
於
こ

人
中
短
促
之
所
・更
難
レ修
。
亦
不
レ令
レ坐
〓生
身
観
自
在
奪
・者
ｏ
何
斬
可
レ修
乎
蓄
ム
。利
街
重
白
言
。

千
反
之
行
道
済
急
走
而
修
レ
之
致
レ誠
令
二勘
請
一者
。
生
身
何
無
二降
臨
・乎
言
ｔ

則
天
衆
共
議
而
許
レ

博
レ
之
番
聡

賞
忠
和
筒
が
、
笠
置
の
龍
穴
に
這
入
つ
て
兜
卒
之
内
院
を
窺
ひ
、
そ
こ
に
天
衆
よ
り
十

一
面
悔
過
の
修

法
を
う
け
た
と
い
ふ
こ
の
行
法
兜
卒
秘
法
こ
そ
は
、
今
も
東
大
寺
に
つ
た
は
る
名
高
い
修
二
會
―
―
二
月

堂
御
水
取
の
行
法
―
―
で
あ
る
が
、
同
和
省
は
こ
の
行
法
を
修
す
る
た
め
笠
天
不
勝
賓
四
年
に
細
索
院
を



建
て
て
修
二
會
を
行
ふ
と
と
も
に
、
同
和
筒
の
本
願
に
な
る
笠
置
正
月
堂
に
於
い
て
も
ま
た
該
行
法
を
修

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
笠
置
寺
縁
起
に

働
天
不
勝
賓
四
年
庫
正
月

一
日
。
於
二営
寺
正
月
堂
Ｌ
一七
書
夜
六
時
之
行
法
始
被
レ行
レ
之
。
生
身
之

十

一
面
槻
自
在
奪
乗
二花
皿
一降
臨
給
。
則
彼
正
月
堂
者
。
賃
忠
和
簡
之
本
願
御
建
立
壼
ム
。

と
述
べ
て
あ
る
。
そ
れ
ゅ
ゑ
笠
置
と
良
辮
僧
正
及
び
賓
忠
和
筒
と
の
開
係
は
、
そ
こ
に
極
め
て
密
接
な
る

も
の
が
あ
っ
た
と
認
め
ぎ
る
を
得
な
い
。
奈
長
時
代
以
証
に
笠
置
山
上
に
よ
し
寺
堂
の
経
螢

朝
似
静
報
豫
朴

樹
量
御
一礎
野
守
諄
牌
蝉
が
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、
こ
れ
が
寺
観
の
整
備
を
み
る
に
至
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
良

排
賞
忠
の
雨
和
筒
の
頃
で
あ
っ
た
で
ぁ
ら
う
。
爾
末
、
笠
置
と
東
大
寺
と
が
並
並
な
ら
ぬ
聯
繋
を
も
つ
に

至
つ
た
の
も
、
上
述
の
ご
と
き
縁
由
に
負
ふ
と
こ
ろ
在
り
と
い
ふ
も
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
。
東
大
寺
要

鋒
に
も

「
元
慶
元
年
笠
置
寺
入
講
始
行
」
と
特
記
し
、
南
無
阿
爾
陀
佛
作
善
集
に
蝶
れ
ば
、
東
大
寺
重
源

上
人
の
手
で
宋
板
大
般
若
組

一
部
と
鐘

一
日
が
、
笠
置
の
般
若
皇
晰
働
鳳
人
へ
寄
進
さ
れ
た
の
も
決
し
て
故

な
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
繊
記
す
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
、
笠
置
の
本
奪
た
る
輛
勒
石
像
が
、
そ
の
本
算
た
る
の
ゆ
ゑ
を
以
て

寺
概
備
ｉｔ
る
頃
の
造
立
、
乃
―，
奈
良
時
代
後
期
の
こ
ろ
の
造
顧
に
係
る
も
の
と
推
定
す
る
を
以
て
ま
づ
不

‐‐∫
な
き
も
の
と
考

へ
ら
・れ
ょ
う
。
■
し
笠
置
山
は
良
丼
賞
忠
の
雨
僧
に
よ
つ
て
爾
勒
浄
上
に
比
定
せ
ら
れ
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し
も
の
に
相
違
な
い
。　
元
本
、
良
舛
僣
正
は
法
相
の
大
徳
義
淵

の
高
足
で
、　
弼
勒
佛
の
化
身
と
い
は
れ

に
馴
帥
麒
、
兜
卒
願
生
の
誓
願
を
も
つ
て
を
つ
た
と
思
は
れ
る
こ
と
や
、
ま
た
賞
忠
和
街
が
笠
置
に
お
い
て

兜
卒
宮
軌
の
秘
法
を
授
か
り
、
そ
の
行
法
を
修
す
る
た
め
正
月
堂
を
建
立
し
た
と
い
ふ
こ
と
な
ど
も
、
も

と
よ
う
見
逃
し
が
た
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
に
相
違
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
に
於
い
て
爾
勒
浄
土

信
仰
の
思
想
が
、
相
常
浸
潤
を
み
て
を
つ
た
事
賞
も
ま
た
之
を
看
過
す
る
わ
け
に
は
り
く
ま
い
ｏ

奈
良
時
代
の
輛
勒
浄
上
の
造
像
例
と
し
て
は
、
典
扁
寺
中
金
堂
の
爾
勒
浄
土
や
西
大
寺
爾
勒
堂
の
爾
勒

浄
上
の
群
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
造
像
例
に
つ
い
て
は
、・
亀
田
孜
氏
の
奈
良
時
代
の
爾
勒
浄
土
箱
程
愉
Ｊ
肝

の
一
文
に
詳
細
な
る
論
考
が
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
省
く
が
、
い
ま
岩
周
巣
氏
が
笠
置
寺
石
佛
古
岡
に
つ
い

て
投
勅
幌
凄
動
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
囲
華
誌
所
載
の
笠
置
寺
本
箪
爾
勤
石
像
闘

剛
押
狂
颯
膨
根
鋤
噸
略
際
夕‐‐と
期
像‐ン淋

蹴
期

を
み
る
に
、
中
奪
爾
勒
佛
の
像
容
は
全
く
大
野
寺
の
磨
崖
爾
勤
像
と
符
節
を
合
し
て
ゐ
る
。
壺
形
の

二
重
同
光
の
う
ち
に
、
通
肩
の
納
衣
を
つ
け
た
如
水
形
の
弼
勒
佛
が
ヽ
右
手
を
施
無
畏
印
に
結
び
左
手
を

屈
竹
印
に
む
す
ん
で
、
路
み
わ
う
蓮
豪
の
上
に
起
立
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
雨
者
ま
つ
た
く
同

一
で
あ
る
。

興
而
寺
別
常
次
第
巷
三
の
大
野
寺
爾
勒
石
像
造
立
の
こ
と
を
述
べ
た
條
下
に

奉
彫
爾
勒
立
像
、
蓋
笠
置
石
像
以
篤
規
模
而
巳

と
あ
つ
て
、
爾
勒
像
を
奉
膨
す
る
に
あ
た
つ
て
笠
置
の
石
像
を
以
て
範
と
せ
し
こ
と
を
述
べ
た
記
哉
や
、



二
重
同
光
の
う
ち
に
、
通
肩
の
納
衣
を
つ
け
た
如
木
形
の
弼
勒
佛
が
ヽ
右
手
を
施
無
畏
印
に
結
び
左
手
を

屈
惜
印
に
む
す
ん
で
、
踏
み
わ
り
蓮
登
の
上
に
起
立
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
雨
者
ま
つ
た
く
同

一
で
あ
る
。

典
頑
寺
別
常
次
第
巷
三
の
大
野
寺
爾
勒
石
像
造
立
の
こ
と
を
述
べ
た
條
下
に

奉
彫
爾
勒
立
像
、
蓋
笠
置
石
像
以
篤
規
模
而
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
ぁ
っ
て
、
粥
勒
像
を
奉
彫
す
る
に
あ
た
つ
て
笠
置
の
石
像
を
以
て
範
と
せ
し
こ
と
を
述
べ
た
記
載
や
、

大
野
寺
所
蔵
の
石
仰
縁
起
と
題
す
る
な
子
本
に
、
菩
提
房
と
い
ふ
が
笠
置
よ
う
彼
像
を
奉
篤
し
て
そ
の
下

固
を
持
ち
掃
り
、
該
下
固
を
石
上
に
配
指
し
て
縦
度
の
分
量
を
注
し
た
と
あ
る
記
載
の
、
ま
つ
た
く
虚
構

一一一一一一一一一・・一一一一一一一一一｝一一一一一一一一一］｝一一一　　　　　　一［〔「事」̈
】̈̈
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像
で
、
向
つ
て
右
の
羅
漢
形
は
柄
香
嫌
を
持
ち
、
左
の
羅
漢
形
は
納
衣
を
棒
げ
て
ゐ
る
。
こ
の
脇
立
の
二

人
像
は
、
法
相
宗
博
法
の
祀
師
無
著
世
親
の
二
大
士
を
あ
ら
は
す
と
の
説
も
あ
る
が
、
さ
う
で
は
あ
る
よ

い
。
こ
れ
は
疑
ひ
も
な
く
檜

一
阿
含
経
第
四
十
四
に

「
爾
勒
如
水
営
Ｔ
取
〓迦
葉
信
伽
梨
・著
夕
之
。
是
時



迦
葉
身
健
奄
然
星
散
。
是
時
爾
勒
復
取
〓種
種
香
華
・供
二養
迦
葉
ご

と
読
く
ど
こ
ろ
の
大
迦
葉
と
羅
順
羅

の
二
羅
漢
を
あ
ら
は
す
も
の
で
あ
る
。
興
頑
寺
所
燕
の
羅
漢
像
で
こ
れ
と
同
様
の
形
像
を
示
す
彫
像
は
、

後
世
な
に
び
と
か
が
無
著
世
親
の
像
に
附
會
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
元
水
は
大
迦
葉
と
羅
膨
羅
の
二
比
丘

像
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
す
な
は
ち
納
水
を
捧
ぐ
る
老
羅
漢
は
一́零
選
霧
鷲
着
で
、
彼
は
群
年
付
法
の
博
衣

を
弼
勒
出
世
の
一時
に
献
ぜ
ん
が
た
め
籍
癌
画
叫
藤
本
に
入
な
が
、
い
ま
爾
勒
佛
の
出
世
に
會
つ
■
右
の
博

衣
を
隼
前
に
捧
ぐ
る
さ
ま
で
あ
り
、
柄
香
流
を
執
る
羅
漢
は
羅
服
羅
筆
者
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
笠

置
の
彊
勒
石
像
は
、
職
勒
書
薩
が
由
俯
じ
で
如
米
形‐
ど
な
つ
て
下
生
し
、
議
華
樹
下
三‐
合
の
識
法
を
ど
こ

ヘ
タ
″
′芥
な
あ‐
ら
は
し‐た
，
の
．で
あ
ら
う′。
藤
原
宗
忠
が
中
右
記
に
お
い
て
こ
の
石
像
を
舞
し
「皆
逢
三

會
之
暁
、
悉
結
一
乗
之
縁
」
を
得
た
喜
び
を
述
べ
て
ゐ
る
の
も
洵
に
尤
も
な
る
し
だ
い
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
足
立
康
氏
は
そ
の
笠
置
寺
曼
茶
羅
御
標
一史
郷
一
の
論
考
に
於
い
て
、
康
和
三
年
の
所
逃
と
信

ぜ
ら
る
る
爾
勒
菩
薩
書
像
集
所
揚
の
笠
置
像
を
検
出
し
て
、
そ
の
運
座
の
形
式
が
踏
み
わ
り
式
運
座
で
な

ヽ
、　
一
の
大
蓮
座
に
描
か
れ
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ら
れ
、
踏
み
わ
う
蓮
座
の
大
野
像
は
、
そ
れ
り
ゑ
笠
置

像
を
描
き
な
が
ら
も
、
そ
の
細
部
に
あ
つ
て
は
鎌
倉
時
代
の
好
筒
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
繹
さ

れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
上
記
國
華
誌
所
載
の
笠
置
像
を
み
る
に
、
紛
れ
も
な
く
踏
み
わ
り
式
連
座
に
描
か
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
踏
み
わ
う
蓮
座
が
、
鎌
介
期
に
入
り
て
多
く
探
揮
せ
ら
れ
し
蓮
座
の
形
式
で
あ
る
こ



て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
踏
み
わ
り
蓮
座
が
、
鎌
倉
期
に
入
う
て
多
く
探
揮
せ
ら
れ
し
連
座
の
形
式
で
あ
る
こ

ぜ
ら
る
る
爾
勒
菩
薩
書
像
集
所
掲
の
笠
置
像
を
検
出
し
て
、
そ
の
運
座
の
形
式
が
踏
み
わ
り
式
蓮
座
で
な

ヽ
、　
一
の
大
蓮
座
に
描
か
れ
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ら
れ
、
踏
み
わ
り
蓮
座
の
大
野
像
は
、
そ
れ
り
ゑ
笠
置

像
を
描
き
な
が
ら
も
、
そ
の
細
部
に
あ
つ
て
は
鎌
倉
時
代
の
好
筒
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
繹
さ

れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
上
記
國
華
誌
所
載
の
笠
置
像
を
み
る
に
、
紛
れ
も
な
く
踏
み
わ
う
式
蓮
座
に
描
か
れ

と
は
之
を
認
め
る
に
吝
か
で
は
な
い
が
、
し
か
し
鎌
倉
期
以
前
で
は
全
然
存
在
せ
ぬ
形
式
で
あ
る
わ
け
で

な
い
。
上
代
佛
教
同
像
に
は
踏
み
わ
り
式
蓮
座
は
屡
々
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
綸
書
に
あ
つ
て
は
三
姦
厨
子

密
陀
紳
の
帝
輝
天
が
そ
れ
で
あ
り
、
営
応
曼
陀
羅
の
相
迎
會
の
如
家
形
が
そ
れ
で
あ
る
。
浮
彫
に
あ
つ
て

は
大
佛
殿
前
金
銅
燈
籠
扉
の
天
人
像
が
そ
れ
で
あ
り
、
彫
像
に
あ
つ
て
は
大
安
寺
の
菩
薩
形
立
像
が
そ
れ

で
あ
る
。
な
ほ
注
意
し
て
検
出
す
れ
ば
斯
か
る
作
例
以
外
に
多
数
の
例
證
を
奉
ぐ
る
こ
と
が
出
水
よ
う
が

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
こ
の
踏
み
わ
り
式
蓮
座
が
、　
一
概
に
之
を
鎌
倉
以
後
の
形
式
で
あ
る
と
目
す
る
こ
と

は
甚
だ
し
き
失
常
で
あ
る
と
日
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
大
野
像
に
わ
い
て
も
然
る
が
ご
と
く
、
こ
の
笠
置
の

弼
勒
像
も
ま
た
そ
の
像
容
は
や
や
冊
躯
を
斜
め
に
起
立
せ
る
と
こ
ろ
を
現
は
し
て
あ
る
か
ら
、
同
像
上
の

約
束
よ
り
い
つ
て
も
踏
み
わ
り
式
蓮
座
を
採
用
す
る
こ
と
が
、
そ
の
像
身
の
安
定
上
も
つ
と
も
好
ま
し
い

●

も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
は
ん
や
國
華
誌
所
掲
同
に
は
立
派
に
そ
れ
が
描
か
れ
て
あ
る
鶏
を
考

へ
る
と
、
笠
置
像
が
、
単
に
爾
勒
菩
薩
書
像
集
所
載
の
国
の
み
を
も
つ
て
し
て
、
踏
み
わ
り
式
蓮
座
で
な

か
つ
た
と
看
微
‘
れ
る
足
立
氏
説
に
も
、
遼
か
に
は
同
じ
が
た
い
ふ
し
が
あ
る
や
う
に
お
も
は
れ
る
。
尤

も
こ
の
仁
和
寺
本
爾
勒
菩
薩
豊
像
集
以
外
に
、
久
原
文
庫
の
蔵
本
で
爾
勒
菩
薩
像
集
と
い
ふ
が
あ
り
、
こ

れ
に
も
大
蓮
座
上
に
起
立
す
る
笠
置
像
を
描
い
て
は
あ
る
が
、
こ
の
久
原
本
国
像
集
は
正
和
元
年
唐
招
提

寺
の
信
雙
珠
の
手
篤
せ
る
も
の
で
、
ま
つ
た
く
康
和
三
年
の
前
記
仁
和
寺
本
爾
勒
菩
薩
豊
像
集
を
う
つ
し
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た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
い
づ
れ
に
し
て
も
こ
の
笠
置
の
爾
勒
像
は
、
従
来
考
へ
ら
れ

て
き
た
造
顧
年
代
よ
り
も
進
か
に
古
く
、
奈
良
時
代
末
期
の
造
立
と
推
定
し
て
大
過
な
き
に
近
い
。
も
し

言
ひ
得
可
く
ん
ば
、
そ
こ
に
良
辮
信
正
の
豪
願
が
考

へ
ら
る
る
に
し
て
も
、
そ
の
造
顧
は
、
文
書
的
立
證

は
な
い
が
、
多
分
、
良
丼
の
資
賞
忠
和
省
の
手
で
企
て
ら
れ
し
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
る
こ
と
に
は
、
元
弘
の
兵
火
に
罹
災
し
て
、
石
燒
け
損
じ
、
爾
勒
像
を
は
じ
め
、
い

づ
れ
の
石
像
も
そ
の
像
容
よ
つ
た
く
認
め
が
た
く
、
た
だ
わ
づ
か
に
壷
形
に
彫
り
凹
め
て
光
背
と
せ
る
外

廓
線
だ
け
が
畜
に
よ
つ
て
目
晴
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
黒
川
道
請
の
栞
州
府
志
に
は
程
無
住
Ｑ
湧
石
集

を
引

い
て

山
上
着
石
驚
・̈心
日
¨
共
間
有
〓傑
出
之
岩
壁
・共
面
彫
二刻
捕
勒
地
般
之
雨
箪
・
雖
レ
不
レ知
こ共
作
者
・

非
ニル
エ
之
所
レ
及
也
、
古
伽
藍
魏
々
然
、　
此
石
像
在
二堂
内
一云
、
繹
無
住
沙
石
集
載
〓笠
置
爾
勒
地

蔵
自
レ施
・彩
色
・以
水
二諸
人
崇
信
浅
・

と
い
ひ
、
力
ち
こ
の
位
置
の
本
隼
爾
勒
像
が
形
色
を
施
さ
れ
、
そ
に
が
た
め
に
諸
人
の
崇
信
め
さ
く
な
り

盛
験
ま
た
減
じ
た
る
よ
し
を
逃
べ
て
あ
る
が
、
然
ら
ば
こ
の
石
像
は
造
立
後
い
つ
の
こ
ろ
か
美
々
し
く
薪

色
を
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
幸
ひ
な
る
こ
と
に
は
、
虚
笙
敷
石
と
稀
す
る
も
の
が
、
ひ
と
り
兵
火
を
免
れ
て
、
隼
容



り

一一
ナ

ｉ

π
チ

レ

，

１

　

一ｒ
り

１

秀

ノ

多

　

‐Ｉ

イ

形

イ

ニ
蛋

７

¨
ラ

　

澤

如

利

湾

不

専

刊

三
“

情

弼

市

■

戯
自
レ施
二彩
色
・以
水
二諸
人
崇
信
浅
・

と
い
ひ
、
力
ち
こ
の
笠
置
の
本
奪
爾
勒
像
が
形
色
を
施
さ
れ
、
そ
れ
が
た
め
に
諸
人
の
崇
信
め
さ
く
な
り

盤
験
ま
た
減
じ
た
る
よ
し
を
逃
べ
て
あ
る
が
、
然
ら
ば
こ
の
石
像
は
造
立
後
い
つ
の
こ
ろ
か
美
々
し
く
薪

色
を
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
幸
ひ
な
る
こ
と
に
は
、
虚
笙
臓
石
と
稀
す
る
も
の
が
、
ひ
と
う
兵
火
を
免
れ
て
、
隼
容

書
に
よ
つ
て
鮮
か
に
、
笠
置
の
磨
崖
石
佛
の
一
端
を
今
に
示
し
て
く
れ
る
の
は
、
せ
め
て
も
の
吾
々
の
よ

ろ
こ
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
虚
容
敷
石
と
い
ふ
は
、
高
さ
四
十
二
尺
、
幅
二
十
四
尺
ほ
ど
あ
っ
て
、
弼
勒
石
と
は
や
や
離
れ
て

断
離
の
絶
端
に
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
こ
の
石
像
の
．み
が
ひ
と
う
兵
火
の
厄
を
ま
ぬ
が
れ
た
理
由

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
や
や
傾
斜
し
た
石
面
を
磨
き
あ
げ
て
、
他
の
諸
像
と
同
じ
く
筋
彫
で
石
面
に
菩
薩

形
の
坐
像
を
彫
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
刻
線
は
雄
渾
を
き
は
め
て
些
の
澁
滞
の
あ
と
が
な
く
、
し
か
も
著

る
し
く
弾
力
性
を
も
つ
て
ゐ
る
。
ア」
れ
は
立
派
な
る
彫
刻
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
立
派
な
る
綸
書
で
あ
る
。

笠
置
寺
縁
起
に
こ
の
奪
を
虚
笙
菩
薩
と
看
徴
し

嵯
峨
天
皇
御
字
弘
仁
年
中
。
弘
法
大
師
空
海
。
営
寺
於
〓虚
栽
之
賓
前
一求
聞
持
法
修
レ之
給
。　
新
明

星
彼
石
像
指
光
給
。
則
光
跡
石
陥
今
在
レ
之
。
明
星
末
代
光
指
給
。
厳
重
之
奇
瑞
也
。　
鰤
疇
却
砂

と
み
え
て
ゐ
る
。
た
だ
し
此
の
奪
が
果
し
て
虚
笙
蔵
菩
薩
な
う
や
否
や
の
鶏
は
、
な
は
十
分
調
査
の
餘
地

が
あ
る
で
あ
ら
う
。
頭
上
に
賓
冠
を
い
た
だ
き
、
容
顔
珠
妙
身
に
袈
裟
を
経
ひ
、
襲
略
に
て
荘
厳
し
、
二

情
で
、
菫
あ
る
蓮
座
に
結
珈
欧
坐
せ
る
菩
薩
形
坐
像
で
あ
る
。
光
背
は
重
園
光
で
、
像
容
め
く
ま
で
も
雄

偉
荘
〓
を
き
は
め
て
ゐ
る
。
蓮
座
は
巾
廣
い
軍
丼
で
中
央
の
も
の
に
て
竪
二
尺
三
寸
巾
二
尺
八
寸
も
あ
り

贅
部
に
賓
相
華
文
を
経
綿
さ
せ
て
ゐ
る
め
た
り
は
、
ま
さ
に
頭
塔
の
石
佛
の
光
焔
佛
の
蓮
座
や
三
年
像
の



山

‐

蓮
座
に
比
敵
す
る
優
雅
典
麗
の
趣
致
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
箪
が
何
箪
で
あ
る
と
い
ふ
諮
に
つ
い
て

は
、
儀
軌
■
か
ら
こ
に
を
槻
察
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
、
寺
記
に
い
ふ
虚
笙
蔵
奪
も
川
勝
氏
説
椒
鋤
性
業

削
″
に
獅
誹
髪
喘
磨
の
爾
勒
菩
薩
も
そ
れ
を
首
肯
す
る
に
多
少
の
困
難
が
あ
り
、
管
見
を
以
で
す
れ
ば
槻
詈

―
―
お
そ
ら
く
は
二
臀
の
如
意
輸
槻
音
像
で
は
な
い
か
と
疑
は
に
る
。

二
付
如
意
輸
概
音
の
造
顧
は
、
奈
良
時
代
に
於
い
て
は
屋
々
そ
の
造
顧
例
を
み
て
ゐ
る
。
東
大
寺
大
佛

殿
虚
合
那
佛
の
脇
侍
の

一
つ
も
こ
の
二
骨
の
如
意
輸
槻
音
の
坐
像
で
あ
つ
た
ｏ
要
鋒
巷
第

一
に
は

「
四
月

八
日
鶴
本
レ造
二大
佛
殿
挟
士
概
子
虚
空
戒
二
菩
薩
像
こ
．と
め
つ
て
、
そ
こ
に
は
二
僣
の
如
意
輸
槻
音
像
で

あ
る
こ
と
は
何
ら
記
載
し
て
を
ら
ぬ
が
、
鎌
倉
再
興
の
さ
い
の
佛
師
定
覺
及
び
快
慶
所
刻
の
脇
士
槻
青
像

は
ぁ
き
ち
か
に
二
付
如
意
輪
の
坐
像
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
績
要
鋒
造
佛
篇
に

´

同
０
６

八
年
六
月
十
八
日
始
本
レ造
・左
右
脇
士
漑
青
虚
杢
舷
像
槻
音
像
坐
像
二
僣
如
意
輪
Ｌ
下
■
・

入
天
像

¨

皿
主
左
術
門
尉
藤
原
朝
綱
入
逆
宇
津
富

大
佛
師
法
橋
定
覺

丹
波
講
師
快
慶

各
作
二牛
身
・後
合
Ｌ

性
・
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入
ズ
像
¨

願
主
左
術
門
尉
藤
原
朝
綱
入
道
宇
津
官

大
俳
師
法
橋
定
覺

丹
渡
講
師
快
慶

各
作
二牛
身
・後
合
■

慢
・

虚
笙
瓶
像
同
坐
像

願
主
婦
部
頭
藤
原
親
能
造
レ之

大
佛
師
法
橋
康
慶

同
　
　
　
　
涯
慶

　ヽ
　
　
　
是
父
子
也
各
作
こ牛
身
・合
篤
Ｌ

鐙
・

と
あ
る
が
そ
れ
を
證
す
る
で
あ
ら
う
。
二
臀
像
は
、
如
意
輸
陀
羅
尼
組
に
よ
れ
ば
、
結
珈
映
坐
し
、
顔
貌

熙
怜
、
金
色
身
を
現
じ
、
首
に
賓
冠
を
い
た
だ
き
冠
中
に
化
佛
菩
薩
あ
り
、
左
手
は
開
敷
蓮
華
を
持
し
、

右
手
は
説
法
相
を
な
し
て
、
七
賓
理
略
、
種
々
の
身
を
荘
巌
し
て
衆
光
を
放
つ
と
見
え
て
、
笠
置
の
寺
博

虚
△
敷
像
と
は
像
相

一
致
し
て
を
ら
ぬ
が
、
し
か
し
な
が
ら
覺
祀
砂
所
引
の
石
山
寺
所
侍
像
は
、
二
僣
左

手
典
願
、
右
手
蓮
華
を
持
す
る
の
像
で
、
ま
さ
に
右
笠
置
の
寺
侮
虚
笙
蔵
像
と
合
致
し
て
ゐ
る
。

笠
置
０
調
り
る
虚
笙
蔵
石
の
算
像
は
、
左
手
を
垂
下
し
て
典
願
印
を
つ
く
り
、
右
手
は
母
指
と
人
さ
し

指
を
捻
じ
て
持
華
印
を
結
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
う
無
持
で
は
あ
る
が
、
こ
の
持
華
印
は
蓮
華
を

持
す
る
の
さ
ま
を
諷
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
契
印
は
ま
た
左
手
典
願
右
手
施
無
長
の
印
と
も
通
す

る
ふ
し
が
あ
つ
て
、
十
窓
抄
第
六
に

「
昔
よ
り
造
書
す
る
所
の
二
臀
の
像
は
、
皆
右
手
は
施
無
長
に
作
し

左
手
は
膝
上
に
お
い
て
興
願
印
を
作
し
、
右
足
を
垂
下
し
磐
石
上
に
坐
す
。
大
和
國
龍
蓋
寺
の
丈
六
如
意



輸
像
亦
之
に
同
じ
。
東
大
寺
大
佛
殿
の
左
方

如
意
輸
亦
之
に
同
じ
、
左
足
を
垂
下
す
。
但

し
石
山
寺
燒
亡
の
時
寺
絆
之
を
弄
見
す
。
左
．

手
は
典
願
に
作
し
膝
上
に
安
じ
て
垂
下
す
。

右
手
に
は
蓮
■
を
持
し
花
上
に
如
意
賓
珠
を

安
す
」
と
い
つ
て
あ
り
、
小
野
玄
妙
氏
才
の

佛
像
の
研
究
に
も
二
骨
施
願
無
畏
の
像
の
目

を
載
せ
て

「
是
れ
我
國
往
古
の
造
像
に
見
る

所
な
う
」
と
見
え
て
、
何
ら
紅
論
に
接
ら
ぎ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
こ

ろ
が
こ
こ
に
興
味
を
戚
ぜ
し
め
る
こ
と
は
上

記
覺
卍
抄
及
び
十
巷
抄
所
引
の
石
山
寺
所
仲

像
な
る
も
の
が
、
東
大
寺
良
丼
信
正
の
造
立

に
成
る
と
お
も
は
る
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

は
ち
東
大
寺
要
鋒
悠
第

一
に
も
　
　
．



ろ
が
こ
こ
に
興
味
を
戚
ぜ
し
め
る
こ
と
は
上

記
覺
耐
抄
及
び
十
巷
抄
所
引
の
石
山
寺
所
仲

像
な
る
も
の
が
、
東
大
寺
良
丼
信
正
の
造
立

に
成
る
と
お
も
は
る
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

は
ち
東
大
寺
要
録
巷
第

一
に
も

天
不
十
九
年
丁
亥
九
月
十
九
日
始
而
東
大
寺
大
佛
慮
合
那
佛
被
レ奉
二鋳
鉢
一未
二成
畢
給
而
依
レ無
下
可

ν塗
二件
大
佛
・之
金
上
天
皇
御
心
不
レ静
歎
念
御
之
間
蒙
示
現
御
須
告
云
近
江
國
栗
大
部
水
海
岸
頭
山
脚

有
〓勝
地

急̈
建

・́立
伽
藍

安̈
・置
如
意
輪
槻
世
音
丼
執
金
剛
紳
像
各

一
腱

賜̈
伽
寺

と
み
え
、
ま
た
同
要
録
港
六
末
寺
章
第
九
に
も

，

石
山
寺

右
寺
曇
武
天
皇
遣
〓良
辮
行
基
婆
羅
門
信
正
等

所̈
〓創
建

実̈
在
〓近
江
國
志
賀
郡
・

と
記
述
し
て
あ
る
。
”
て
稿
者
は
笠
置
の
寺
偉
虚
笙
蔵
像
を
も
つ
て
二
管
の
如
意
輸
槻
音
を
あ
ら
は
せ
る

も
の
と
考

へ
る
。
笠
置
寺
も
古
昔
は
石
山
寺
、
長
谷
寺
と
お
な
じ
ぐ
東
大
寺
末
寺
に
列
し
て
ゐ
た
の
で
あ

″る
。
響
轍
難
が
末

貸
忠
和
省
が
十

一
面
悔
過
を
修
す
る
に
さ
い
し
、
何
ゆ
ゑ
に
笠
置
山
を
選
ん
だ
か
と
い
ふ
問
題
に
つ
い

て
は
、
筒
井
英
俊
師
は
そ
の
二
月
堂
槻
詈
と
十

一
面
悔
過
辞
蝶
耐
矩
親
ｔ
一題
す
る
論
考
で
、
天
不
時
代
に
這

入
る
と
と
も
に
華
厳
宗
の
興
隆
に
件
ひ
補
陀
落
信
仰
が
流
行
し
て
き
た
結
果
、
賓
忠
が
そ
の
観
音
信
仰
の

・道
場
と
し
て
笠
置
山
を
補
陀
落
山
の
霊
地
に
擬
し
た
か
ら
で
は
あ
る
よ
い
か
と
推
測
し
て
を
ら
れ
る
。
笠

置
山
が
夙
に
兜
卒
の
浄
上
に
擬
せ
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
推
量
が
っ
く
が
、
こ
れ
が
こ
の
笠
置
に
お
い
て
兜

卒
を
願
生
し
補
陀
落
を
欣
求
す
る
に
至
っ
た
信
仰
上
の
傾
向
は
、
お
そ
ら
く
は
筒
井
師
所
論
の
ご
と
く
賓
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貯

忠
の
時
代
か
ら
で
あ
ら
う
。
す
な
は
ち
彊
勒
信
仰
と
観
音
信
仰
と
の
二
つ
の
思
想
が
結
び
つ
い
て
、
兜
卒

の
内
院
に
常
念
槻
音
院
が
設
け
ら
る
る
と
い
ふ
思
想
の
機
生
こ
そ
は
、
十
中
八
九
は
之
を
賞
忠
和
街
に
始

源
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
斯
く
考

へ
き
た
つ
て
改
め
て
こ
の
寺
博
虚
笙
蔵
菩
薩
像
に
勢
す
る

と
、
坐
法
も
護
靡
坐
の
ふ
る
い
形
式
で
あ
り
、
持
物
も
示
す
と
こ
ろ
が
な
く
、
運
座
も
単
癖
で
あ
り
、
殊

に
池
中
よ
り
挺
生
せ
る
さ
ま
を
示
す
菫
部
の
質
相
華
文
と
い
ひ
、
奉
身．
光
の
形
式
と
い
ひ
、
そ
こ
に
は
藤

原
株
式
と
い
ふ
が
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、
じ
つ
に
雄
大
豪
宕
き
は
ま
う
な
さ
、
お
ほ
ら
か
な
る
大
手

精
神
を
戚
す
る
も
の
で
あ
る
。

稿
者
は
こ
の
算
が
軌
前
の
同
法
に
な
る
諮
よ
う
推
定
し
て
、
こ
れ
ま
た
本
奪
爾
勤
石
像
と
ほ
ぼ
同
期
の

奈
良
時
代
末
期
の
古
密
教
に
よ
る
造
顧
と
推
す
る
。
寺
博
で
は
弘
法
大
師
の
作
と
稀
し
、
弘
仁
年
十
大
師

こ
の
虚
笙
蔵
石
の
賓
前
に
て
求
聞
持
法
を
修
す
る
と
き
、
明
星
木
影
し
て
虚
空
蔵
菩
薩
の
像
石
面
に
順
然

と
め
ら
は
に
た
。
”
て
大
師
み
づ
か
ら
彫
刻
の
工
を
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
つ
た
へ
て
ゐ
る
。
し
か
し

こ
の
所
博
た
る
や
も
ち
ろ
ん
後
代
寺
家
の
ほ
託
に
出
づ
る
も
の
な
る
こ
と
贅
識
す
る
よ
で
も
あ
る
よ
い
。

な
ほ
ま
た
山
内
賓
瓶
坊
址
に
面
し
た
大
巖
石
に
、
天
文
三
年
の
年
紀
を
示
す
家
迎
相
の
爾
陀
立
像
が
刻

ま
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
”
。
ば
元
張
戦
猛
者
供
養
の
た
め
の
造
立
に
か
か
る
も
の
で
あ
ら
う
。



泉
橋
寺
の
地
蔵
石
像
　
泉
橋
寺
は
、
奈
良
線
の
上
狛
か
ら
西
南
四
五
丁
の
と
こ
ろ
に
あ
た
つ
て
ゐ
る
。

開
西
線
の
木
津
か
ら
も
ゎ
づ
か
に
牛
里
の
道
程
で
ぁ
る
。
木
津
川
の
堤
防
下
に
あ
た
つ
て
、
畑
な
か
に

と
む
ら
の
松
樹
が
み
え
る
が
そ
こ
が
泉
橋
寺
で
あ
る
。

天
不
年
間
、
信
行
基
の
開
創
に
か
か
り
、
三
代
賞
録
に
は
行
基
の
五
畿
内
に
建
立
せ
る
四
十
九
院
の
一

院
で
あ
る
と
出
て
ゐ
る
。
往
時
は
堂
塔
伽
藍
巌
然
と
し
て
、
ょ
ほ
ど
の
大
寺
で
あ
っ
た
が
、
し
ば
し
ば
風

火
雷
震
の
厄
に
あ
つ
て
、
現
在
で
は
槻
音
堂
の
庫
裡
だ
け
が
残
っ
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
れ
と
て
も
近
年
の

再
建
に
か
か
る
も
の
で
、
辛
う
じ
て
昔
の
泉
橋
寺
の
命
脈
を
っ
な
い
で
ゐ
る
と
で
も
い
っ
た
姿
で
ぁ
る
。

こ
こ
の
石
地
蔵
は
、
高
さ
一
丈
六
尺
餘
の
亘
大
な
る
丸
彫
石
像
で
ぁ
る
。
右
手
に
錫
杖
を
も
ち
左
手
に

賓
珠
を
と
っ
て
連
座
上
に
映
坐
し
た
■
像
で
ぁ
る
。
頭
部
の
長
さ
だ
け
で
も
約
二
尺
は
あ
ら
う
か
と
お
も

は
れ
る
。
泉
橋
寺
門
前
の
左
手
に
な
る
石
壇
上
に
、
Ｅ
躯
を
蒼
笙
に
う
か
ば
せ
て
居
る
と
こ
ろ
は
、
な
か

な
か
の
奇
槻
で
ぁ
る
。
こ
の
地
蔵
石
像
は
、
寺
博
で
は
、
こ
の
寺
の
本
算
で
あ
る
と
得
さ
れ
て
、
天
不
十

三
年
勅
を
奉
じ
て
僣
行
基
の
造
立
す
る
と
こ
ろ
と
日
は
れ
て
ゐ
る
。
古
老
の
博
に
よ
る
と
、
東
大
寺
大
佛

殿
建
立
の
際
、
木
津
川
の
流
れ
の
中
に
一
大
三
巖
が
あ
っ
て
、
上
流
か
ら
押
し
流
す
材
木
を
、
向
う
岸
か

ら
ご
の
巌
石
に
綱
を
張
り
わ
た
し
て
喰
ひ
止
め
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
或
る
日
の
こ
と
、
水
流
の
加
　
７７

減
で
か
笠
置
あ
た
り
で
材
木
が
停
滞
し
て

一
向
に
流
に
て
家
ぬ
の
で
、
行
井
菩
議
が
所
疇
を
し
た
と
こ
ろ

――‐‐
――‐‐
＝
淋
＝
＝
獅
＝
＝
晰
榊
―――‐
群

‐‐‐‐‐贈
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＝
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Ⅲ
■
■
卜
＝
――‐
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ト
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」
Ｆ
■
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■
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ト
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ふ
の
で
あ
ら
う
。
頭
部
の
と
こ
ろ
で
大
破
し
て
居
る
。

伊
賀
新
大
佛
寺
の
岩
屋
不
動
　
新
大
佛
寺
は
二
重
縣
阿
山
郡
阿
波
村
大
字
富
永
に
あ
る
。
上
野
町
よ
う

一
　

南
方
約
四
里
の
道
程
で
建
仁
二
年
の
創
建
に
係
る
。
石
像

は
大
仰
殿
背
後
の
も
と
巌
竃
内
の
奥
壁
に
地
赦
菩
薩
の
立

像
を
彫
出
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
宮
伎
に
頭
肢
崩
落
し

て
奪
般
の
損
壊
甚
だ
し
く
、
修
復
に
さ
い
し
て
之
を
不
動

秘

明
Ｉ
の
像
に
改
憂
せ
し
も
の
で
あ
る
。
重
源
の
奎
願
に
成

一

文孵

う
地
蔵
像
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
南
無
阿
鷲
陀
佛
作
善
集
に

は

「
伊
賀
別
所
三
琳
、
此
外
石
像
地
戒

一
琳
」
と
明
記
ざ
れ

は

な
る
を
以
て
そ
の
證
と
す
る
こ
と
が
出
末
よ
う
。
不
動
像

と
な
し
た
の
は
中
興
第

一
世
陶
榮
和
街
の
享
保
年
中
の
出

来
事
で
あ
る
ら
し
い
。
掌
ろ
石
彫
作
品
と
し
て
見
る
べ
き

は
本
年
の
端
坐
ま
し
ま
す
獅
子
の
石
座
で
あ
る
。
鞠
、
童

子
、
牡
丹
花
等
を
配
し
て
獅
子
の
生
態
を
活
篤
せ
る
浄
彫

文
様
で
、
頗
る
剣
落
荒
康

し
て
ゐ
る
が
古
撲
愛
す

べ
く
格

に
渡
水
宋
朝
石
工
の
作

で
あ
ら
，
。



大
野
寺
の
磨
崖
爾
勒
像

室
生
寺
附
近
の
石
佛
―
―
山
邊
の
濡
れ
地
蔵
―
―
向
淵
の
三
惜
地
蔵
石
―
―
飯
降
の
石
菜
師

大
野
寺
は
、
宇
陀
郡
三
本
松
村
大
字
大
野
に
あ
る
。
室
生
日
大
野
か
ら
は
南
方
約
二
丁
で
あ
る
。
向
淵

か
ら
す
れ
ば

一
旦
大
野
橋
ま
で
た
ち
戻
り
、　
さ
ら
に
東

へ
と
名
張
街
道
を
辿
る
こ
と
約
牛
里
の
と
こ
ろ
に

大
野
の
村
が
あ
る
わ
け
で
、

そ
の
村
は
づ
れ
の
字
陀
川
岸
に
建
つ
さ
さ
や
か
な
る
寺
が
乃
ち
大
野
寺
で
あ

′つ
。寺

記
に
よ
る
と
、
　

天
武
天
皇
の
御
願
白
鳳
九
年
役
小
角
の
草
創
と
つ
た
へ
、　
の
ち
天
長
元
年
信
△
海

室
生
山
開
創
に
あ
た
り
、
こ
の
地
を
相
し
て

一
字
を
建
立
し
、
本
算
爾
勤
菩
藤
を
安
置
し
て
慈
奪
院
と
誂

し
、
室
生
山
の
紅
併
功
を
了

へ
る
や
、　
こ
こ
を
西
門
と
定
め
根
本
初
開
の
道
場
と
な
し
た
と
も
侍

へ
る
。

天
正
の
岡
乱
に
殿
宇
悉
く
兵
焚
に
か
か
り
、
そ
の
の
ち
興
替
を
紅
て
、
ま
た
近
く
祀
融
の
災
ひ
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
馬
め
に
境
内
あ
げ
て
鳥
有
に
縮
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



名
高
い
磨
崖
弼
勒
佛
は
、
寺
の
封
岸
に
峙
立
す
る
屏
風
ケ
浦
と
い
ふ
百
尺
ち
か
い
大
巖
崖
に
筋
彫
し
た

も
の
で
あ
る
。
彫
像
の
む
か
つ
て
左
方
石
壁
の
下
部
に
も
、

種
字
を
以
で
あ
ら
は
し
た
奪
勝
曼
陀
羅
が
陰

刻
し
て
あ
る
。
寺
博
で
は
信
笙
海
の
所
刻
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
彫
技
の
手
法
よ
り
見
て

だ
い
た
い
磨
産
佛
と
同
期
の
造
彫
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
を
容
に
な
い
。
情
勒
像
の
傍
ら
に
奪

勝
憂
陀
羅
を
彫
付
け
て
あ
る
の
は
、
自
賓
口
抄
巷
第
八
十
七
の
爾
勒
法
上
に

問
。
奪
勝
憂
茶
羅
典
今
爾
勒
優
茶
羅
有
惨
劣
乎

答
。
年
勝
晏
茶
羅
者
表
雨
部
不
二
。
種
子
文
字
也
。
八
日
明
八
佛
頂
胎
蔵
澤
迦
院
八
年
也
。
尭
主

金
界
。
件
胎
界
也
。
故
徒
智
入
不
二
門
。
賓
瓶
廿
露
水
。
是
資
字
智
界
咋
也
。
今
鷲
勒
受
茶
羅
者

亦
表
雨
部
不
二
。
種
字
次
字
．
八
日
明
八
作
金
界
奪
。
是
主
胎
界
。
件
金
界
也
。
故
従
理
入
不
二

門
。
五
輪
塔
理
界
昨
也
。
此
二
官
遜
相
叶
雨
部
義
相
．
故
能
入
奪
雖
馬
悲
智
之
二
徳
。
所
入
自
請

是
同

一
冊
也

と
逃
べ
て
あ
る
の
で
、
共
の
意
同
の
大
概
は
右
に
よ
つ
て
ほ
ぼ
了
解
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

松
杉
み
ね
を
つ
つ
み
、
清
列
な
る
字
陀
川
の
な
が
れ
が
麓
を
め
ぐ
つ
て
流
れ
る
と
こ
ろ
、
三
大
な
る
彊

勒
菩
薩
が
、
右
手
を
施
無
畏
印
に
む
す
び
、
左
手
を
屈
僣
印
に
作
つ
て
、　
ふ
み
わ
り
蓮
墓
を
踏
ん
で
立
つ

像
容
は
、
じ
つ
に
四
邊
の
幽
遂
な
る
風
光
と
諧
和
し
て
雄
大
荘
重
を
き
は
め
て
め
る
。



三
浦
梅
間
が
寛
延
三
年
の
紀
行
を
書
留
め
た
東
遊
草
に
は

「
宿
雲
谷
を
埋
め
て
山
路
蒼
茫
た
り
山
を
こ

し
て

一
の
寺
あ
つ
慈
奪
院
大
野
寺
と
云
春
日
の
作
と

て
岩
に
五
丈
四
寸
の
弼
勤
佛
を
ゑ
れ
り
川
を
隔
て
て

む
か
ふ
に
立
つ
」
と
見
え
、
本
居
宣
長
の
菅
笠
日
記
に

も

「
共
佛
の
長
五
丈
あ
ま
り
有
と
い
ふ
を
、
岩
の
上
っ

方
は
猶
あ
ま
り
て
高
く
た
て
る
」
と
も
述
べ
て
あ
る
。

た
だ
も
彫
像
の
法
量
は
五
丈
有
餘
は
な
く
、
背
光
と
も

線
高
四
丈
五
尺
五
寸
、
佛
身
の
丈
け
約
二
十
八
尺
で
あ

る
。
奈
良
縣
史
蹟
調
査
報
告
第
四
冊
に
は
此
の
石
佛
に

開
す
る
精
細
な
る
寸
法
が
き
が
載
せ
て
あ
る
か
ら
、
こ

こ
ろ
み
に
そ
の
影
も
な
る
寸
尺
を
滋
に
抄
録
し
て
、
そ

れ
ら
の
数
字
か
ら
、
こ
の
磨
崖
佛
が
如
何
に
亘
大
な
る

も
の
で
あ
る
か
を
想
見
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

彫
刻
の
手
法
は
、
鎌
倉
期
の
か
う
い
ふ
磨
崖
線
刻
の

彫
像
で
は
、
ま
づ
典
型
的
作
例
の
一
つ
と
看
倣
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
巖
崖
の
石
面
を
磨
き
あ
げ
て
、
周
口
を
壺
形
に
彫
り
く
ば
め
、
そ
の
な
か
に
殆
ん
ど
縁
邊

背

光

巾

中

央

に

て

一
十

四

尺

一

寸

地
盤
よ
り
墳
上
ま
で
の
高
さ
　
一　
十
　
一　
尺

五

寸

尺

二

寸

人

分

尺

七

寸

五

分

上

方

日

長

Ｉ

尺

七

分

麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
一　
入
　
寸

二

人

五

寸

蓮
　
　
幸
　
　
絶
　
　
巾
　
一　
一
丈

一
人

一
寸
五
分



貯
:

一
杯
に
爾
勤
菩
薩
の
立
像
を
あ
ら
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
園
光
の
上
部
に
は
水
切
溝
を
つ
け
て
、

山
頂
か

ら
流
れ
落
つ
る
雨
水
を
せ
き
と
め
る
な
ど
、
彫
像
に
際
し
て
は
並
々
な
ら
ぬ
細
心
の
注
意
が
抑
は
れ
て
を

り
、
石
面
の
脆
蒻
な
る
部
分
に
は
嵌
石
を
し
て
崩
落
を
防
い
で
ゐ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

獅
勒
佛
の
肉
身
の
確
衡
も
よ
く
釣
合
ひ
、
納
衣
の
衣
文
も
し
ご
く
流
麗
で
あ
る
．　
ま
た
そ
の
踏
み
わ
り

貯
・
　

運
豊
に
起
立
し
た
形
相
に
し
て
も
、
石
佛
と
し
、

髪
も
不
自
然
な
戚
じ
を
典

へ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、　
こ
ｉｌ
だ
け
の
三
大
な
る
像

容
に
、
か
か
る
優
一比
に
し
て
堂
々
た
る
椎
衡
を
典

へ
得
た
の
は
、
と
り
も
直
さ
す
こ
の
靡
崖
佛
の
作
若
の

車
抜
非
几
な
る
手
腕
の
致
す
と
こ
ろ
で
、　
こ
の
鶏
、
そ
の
大
腑
に
し
て
警
抜
な
る
意
固
と
と
も
に
十
分
賞

讃
さ
に
て
よ
い
・。

大
野
の
磨
崖
爾
勒
”
は
、
　

土
御
門
天
皇
の
御
宇
、

後
鳥
翡
上
皇
の
叡
顧
に
依
り
、

法
務
大
信
正
雅

大野寺鷲羊力lFF細部 (lfi鵞1)
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線
が
棟
梁
と
な
つ
て
造
立
の
こ
と
に
か
か
は
り
、
承
元
元
年
十
月
八
日
大
信
正
雅
縁
に
卒
ゐ
ら
れ
て
巧
匠

ま
づ
御
衣
石
を
粘
じ
、
同
月
二
十
二
日
三
輸
別
所
の
廃
国
上
人
地
鎮
し
、
越
え
て
十

一
月
二
日
菩
提
房
御

佛
の
下
間
を
笠
置
よ
う
持
ち
下
―＞
、
同
四
目
右
下
国
を
石
上
に
配
し
縦
度
の
分
景
を
誰
し
た
り
几
そ
こ
の

石
像
承
元
元
年
十
月
二
十
五
日
よ
――
起
甘
し
て
釜
承
元
二
年
九
月
二
十
日
に
至
つ
て
頭
光
身
光
を
彫
終
し

同
じ
く
二
十
二
日
よ
う
十
月
二
日
に
Ｉ
つ
て
約

九
ケ
ロ
間
に
こ
の
熊
像
頭
部
を
完
銑
し
た
も
の

で
、
竣
工
ま
で
に
は
前
後
足
掛
け
三
箇
年
の
日

子
を
要
し
て
ゐ
る
ぃ

承
元
三
年
二
月
七
日
、
盛
大
な
る
閉
眼
供
養

の
式
が
恭
げ
ら
れ
た
。
こ
の
開
眼
供
養
の
常
日

に
は
、
か
し
こ
ぐ
も
　
後
鳥
羽
上
阜
に
は
修
明

門
院
側
臨
ほ
ｉ
已
下
御
興
十

一
供
本
の
月
卿
雲
客
北
面
の
武
静
ら
を
従

へ
さ
せ
ら
れ
て
奈
良
に
御
幸
し
た
ま

ひ
、
長
谷
寺
を
維
て
常
寺
に
臨
ま
せ
亀
れ
、
し
た
し
く
震
輸
を
胎
内
に
籠
め
さ
せ
た
ま
ひ
慶
讃
の
大
典
を

撃
げ
さ
せ
給
う
た
り
こ
の
こ
と
は
興
而
寺
別
常
次
第
、
興
而
寺
略
年
代
記
、
中
臣
祀
司
補
任
記
、
百
練
抄

な
ど
の
諸
記
録
が
計
言
す
る
と
こ
あ
で
あ
る
。
す
な
は
ム
百
練
抄
に
は

大野す輔 Jj像頭部 (1“形 )
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二
月
六
日
　
上
皇
御
幸
南
都
有
春
日
祗
御
奉
幣

七
日
　
上
皇
御
幸
長
谷
寺
並
字
多
部
内
大
野
召
仰

八
日
　
上
皇
還
御
奈
良
興
而
寺
東
大
寺
有
御
誦
紅
事

九
日
　
上
皇
還
御
高
陽
院

と
載
せ
、
中
臣
祗
司
補
任
記
に
は

承
元
三
年
二
月
六
日
御
幸
女
院
知
睛

と
あ
り
、
典
而
寺
略
年
代
記
に
は

二
月
七
日
大
野
石
佛
有
御
幸
別
営
蒙
賞

の
記
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
特
に
天
不
勝
賓
年
中
よ
り
元
縄
元
年
に
至
る
ま
で
別
常
補
任
の
次
第
を
叙
し
た

興
扁
寺
別
常
次
第
は
、
そ
の
大
信
正
雅
縁
の
條
下
で
記
事
も
つ
と
も
詳
密
を
極
め
て
ゐ
る
。

前
法
務
大
絆
正
雅
縁
、　
承
元
二
年
二
月
十
二
日
還
任
別
常
一
十
ヽ
大
僧
ＩＦｌ
頃
年
Ｊり
、水
奎
清
浄
大
願
、

仲
法
院
領
大
野
郷
之
内
、
創
李
井
石
牛
腹
、
本
彫
輛
勒
立
像
、
蓋
笠
置
石
像
ｊソ
、朽
規
模
而
巳
、
佛
像

神
興
銀
駒
済
々
多
、
而
承
元
三
年
呪
二
月
七
日
凱
被
途
供
養
、
以
小
日
原
生
略
空
法
師
鳥
唱
導
、
非

有
殊
徳
之
人
以
不
受
之
、
供
養
日
、
右
上
皇
臨
＋
、
木
像
書
像
考
雖
相
４
厳
腿
、
恨
之
非
不
朽
、
至

石
像
者
、
殆
可
至
龍
華
三
含
之
期
、
雖
不
如
笠
置
盤
像
、
今
街
翠
代
、
本
膨
敷
丈
石
像
、
豊
非
勝
事



者
、
殊
凝
叡
修
有
御
臨
幸

云
云

こ
の
大
野
の
爾
勒
石
像
が
、
笠
置
の
爾
勒
石
像
を
手
本
と
し
て
刻
彫
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
あ
る
の
は

，‐‐―‥
だ
興
味
の
あ
る
こ
と
で
、
大
野
寺
所
燕
の
石
佛
情
勒
年
造
立
賞
録
は
州
叫
掛
慨
州
椰
畑
熾
に

「
同

（
承
元
元

年
十

一
月
）
二
日
菩
提
房
酬
辮
淋
攣
伽
侃
跡
´
熱
持
二
下
御
佛
ノ
指
同
ヽ
　
同
四
日
配
二
指
――‥キー
ナ
石
■
・
被
レ注
二
縦

度
ノ分
景
〆

と
あ
る
の
と
よ
く
照
應
し
て
ゐ
る
。
木
像
費
像
の
類
は
、
た
と
へ
相
好
厳
一肥
で
あ
つ
て
も
い

・・
，
か
は
朽
ち
減
び
る
憂
ひ
が
あ
る
が
、
石
像
に
至
つ
て
は
、
五
十
六
億
七
千
高
年
後
の
情
勒
出
世
の
代
、

調
ゆ
る
乱
十
三
含
の
期
に
至
る
も
猶
ほ
よ
く
共
の
相
好
を
保
つ
で
あ
ら
う
と
云
つ
て
あ
る
の
は
、
ま
た
こ

い
輌
勒
石
像
造
立
の
意
趣
を
物
語
つ
て
餘
蘊
な
き
も
の
が
あ
る
で
あ
ら́
う
。
笠
置
の
石
像
は
、
元
弘
の
兵

火
に
焼
け
損
じ
て
今
そ
の
形
相
を
窺
ひ
が
た
い
が
、
し
か
し
大
野
寺
の
磨
崖
佛
と
同
じ
く
、
農
面
を
帝
形

の
■
回
光
型
に
膨
り
く
ぼ
め
、
石
面
を
磨
い
て
、
そ
こ
に
爾
勒
佛
の
立
像
を
筋
彫
で
あ
ら
は
し
た
も
の
で

あ
つ
た
こ
と
は
、
な
ほ
現
在
の
状
態
か
ら
も
窺
知
す
る
こ
と
が
出
水
よ
う
。
た
だ
蓮
座
の
部
一分
だ
け
が
大

野
の
石
像
に
見
る
が
如
き
踏
み
割
り
式
蓮
菫
で
な
か
つ
た
と
い
ふ
一説
が
、
最
近
足
立
康
氏
に
よ
つ
て
提
唱

さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
大
野
の
磨
崖
輛
勒
佛
が
、
笠
置
の
も
の
を
範
と
し
て
刻
よ
に
た
の
だ
と

い
ヽ
こ
と
は
、
そ
の
彫
刻
の
様
式
か
ら
も
充
分
に
読
得
せ
し
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
石
像
の
胎
内
に
願
文
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
の
読
が
た
か
く
な
―＞
ヽ

大
正
五
年
調
査
の
結
果
、



胸
部
及
び
腹
部
の
具
中
に
、
各
三
寸
弱
の
同
形
の
嵌
石
の
あ
る
の
を
套
見
し
、

こ
れ
を
抜
き
出
し
て
内
部

を
様
し
た
と
こ
ろ
、

は
た
し
て
そ
れ
ら
の
孔
穴
内
に
は
朽
敗
せ
る
小
巷
子
ｏ
納
入
さ
れ
に
形
跡
を
認
め
に

が
、

そ
の

一
つ
は
手
に
鯛
る
る
と
同
時
に
損
亡
し
て
披
き
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
”

て
更
に
な
手
を
作
り
窮
穴
内
に
納
め
て
、
鋼
筒
に
は
そ
の
旨
を
篤
刻
し
た
と
日
は
れ
て
る
る
。

朽
敗
せ
る

巷
子
の
状
は
、
恰
性
経
簡
中
に
往
々
み
か
け
る
も
の
と
同
様
の
も
の
で
、
眠
石
の
う
ら
に
は
墨
書
が
看
出

さ
れ
た
よ
し
で
あ
る
。
　
　
　
　
．

博
読
は
、
こ
の
大
野
寺
の
石
像
の
作
者
に
つ
い
て
、
宋
門
よ
う
渡
木
し
た
次
郎
、
四
郎
、
五
郎
、
六
郎

な
る
石
工
が
膨
刻
し
た
も
の
で
、
こ
の
四
人
の
石
工
は
す
べ
て
化
人
で
あ
つ
て
、
石
仰
刻
成
と
同
時
に
そ

の
行
術
が
知
れ
な
く
な
つ
た
旨
を
語
つ
て
ゐ
る
。宇
陀
の
郷
士
北
古
記
の
手
―ＩＬｉ
Ⅲ
書
覺
書

限
□
蝦
に
も
こ
の

こ
と
が
牧
絲
し
て
あ
っ
て
、
そ
に
に
は

「
大
野
石
輛
勒
は
土
御
門
の
御
宇
承
元
元
年
の
勅
に
て
宋
の
二
郎

二
郎
五
郎
六
郎
刻
也
」
と
記
載
し
て
ゐ
る
。
化
人
云
々
は
よ
く
諸
寺
の
縁
起
ｏ
類
に
も
見
え
て
、
も
と
よ

う
後
人
の
但
託
に
出
づ
る
説
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
宋
の
掃
化
人
石
工
の
製
作
龍
は
、
し
か
し
単
純
な
る
博

識
と
し
て
之
を
無
碍
に
は
御
け
が
た
い
ふ
し
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
と
い
ふ
に
、　
こ
の
頃
で
は
宋
か
ら

は
濤
金
工
や
石
工
が
わ
が
国
に
末
朝
し
て
き
て
を
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
渡
末
の
宋
人
は
、
俊
乗
坊

資
源
の
勅
進
の
も
と
に
、
治
承
の
兵
飢
で
焼
亡
せ
し
め
ら
れ
た
東
大
寺
大
佛
殿
の
修
造
に
か
か
は
る
篤
め

212



は
る
ば
る
日
本
に
招
致
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

し
と
大
野
寺
の
付
物
と
し
て
襲
燕
さ
れ
て
を
つ
た
の
が
、　
い
つ
の
頃
か
流
出
し
て

一
民
家
の
所
有
に
移

り
、
最
近
ふ
た
た
び
大
野
寺
の
手
に
婦
し
た
石
佛
縁
起
と
題
す
る
巷
子
本
は
、
こ
の
宋
人
石
工
の
製
作
論

に
就
い
て
甚
だ
興
味
あ
る
清
息
を
つ
た
へ
て
ゐ
て
、　
こ
の
問
題
に
開
聯
し
て
逸
す
可
か
ら
ぎ
る
記
録
と
お

も
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
煩
を
厭
は
す
そ
の
一
節
を
左
に
抄
出
し
て
み
よ
う
。
該
巻
子
本
は
奥
書
に

「
千
叱
萬
治
二
紀
年
南
呂
五
日
書
之
筆
者

一
代
住
持
法
印
政
員
」
の
記
が
あ
―＞
、
法
印
政
員
は
、
大
野
寺

中
興
博
記
鈎
に
接
る
と
高
野
山
往
生
院
谷
國
城
院
理
言
房
責
名
政
意
の
直
弟
、
具
盛
房
賞
名
政
贖
で
あ
っ

て
、
俗
姓
小
泉
氏
、
吉
野
郡
龍
門
郷
西
谷
村
の
出
生
、
覚
永
元
年
よ
り
大
野
寺
の
住
持
と
な
り
、
寛
文
十

三
年
五
月
十
九
日
幕
七
十
二
を
以
て
入
寂
し
た
人
で
あ
る
。
大
野
寺
中
典
の
問
山
と
仰
が
に
て
ゐ
る
。

２
に
大
和
閾
宇
陀
郡
大
野
の
庄
、
石
像
情
勒
菩
薩
者
、
承
元
元
年
以
研
順
Ｍ
　
帝
の
御
夢
に
金
色
の
需

木
て
云
、
我
に
大
慈
の
願
有
、
大
和
国
字
陀
部
大
野
の
庄
に
一
の
惨
地
あ
り
、　
此
所
者
九
品
の
浄
刹

七
覺
の
門
戸
也
。
此
所
を
吾
に
給

へ
と
有
、
帝
の
日
何
人
ぞ
と
問
給
ふ
、
答
て
云
く
、　
吾
者
補
庭
の

儲
君
と
答
て
御
夢
宿
給
へ
り
。
共
後
命
二
國
司
・件
の
勝
地
御
尋
有
、
則
図
司
勅
命
を
蒙
て
大
野
の
庄

に
水
て
、
尋
見
給
ふ
に
、
岩
景
屏
風
を
立
た
る
如
の
所
有
、
里
人
に
問
給
へ
ば
、

是
な
む
屏
風
の
浦

と
答
ふ
。
計
見
る
に
高
事
九
丈
七
尺
有
、
僣
に
此
所
を
観
は
、
一劇
に
は
長
河
流
て
砂
々
た
り
、
水
揚
こ



一欝

入
色
瑠
璃
′浪
く

後
に
は
大
巖
峙
て
峨
々
た
り
、
樹
三
古
ノ頗
梨
の
條
を
な
ら
す
、　
地
形
の
妙
絶
不
レ

可
レ稀
斗
者
也
、　
國
司
蹄
木
し
て
此
由
を
奏
問
す
、　
折
節
法
務
大
信
正
参
内
有
、　
天
子
御
夢
の
事

一

一
に
勅
問
有
、
信
正
申
給
ふ
、
是
は
奇
代
の
御
重
夢
也
、
補
所
の
儲
君
者
嘗
水
導
師
鷲
勒
菩
薩
也
、

上
生
組
云
、若

一
念
頂
二稀
セ
ハ爾
勒
名
）
此
人
除
二却
ス
千
二
百
劫
生
死
罪
）
恒
聞
二爾
勤
名
・合
掌
恭
敬
ｔ．

此
人
除
二却
五
十
億
劫
生
死
罪
一
オ
有
Ｔ
敬
二祀
スル輛
勒
リ
オ
・
除
二却
百
億
劫
生
死
罪
ヽ
　
抑双
不
レ生
レ天
未

水
世
中
、
龍
華
菩
提
樹
下
、
亦
得
”値
遇
・テ磯
卦
元
上
道
心
言
ム
、
此
外
要
文
繁
多
也
、
既
に
常
水
の
教

主
也
、
誰
人
か
都
卒
を
願
は
ざ
ら
む
、
又
補
所
の
儲
君
な
り
、
何
の
輩
か
爾
勤
を
念
ぜ
ぎ
ら
む
、
依
レ

之
吾
宗
専
念
二慈
氏
・、
期
・スル
知
足
・テ者
也
。
弘
法
大
師
、　
内
院
に
往
給
ふ
。
共
外
大
小
乗
修
行
の
人

多
く
椰
卒
お
期
す
る
所
也
と
奏
し
奉
る
。
天
子
聞
召
、
然
者
信
正
棟
梁
し
て
彼
地
に
爾
勒
を
可
レ奉
〓

安
置
・‐．、
勅
を
承
り
件
の
屏
風
浦
に
下
向
有
け
う
。
承
元
元
年
十
月
八
日
に
大
僧
正
巧
匠
を
召
具
し
、

此
所
に
下
向
仕
給
ひ
、
彼
浦
の
市
の
端
の
大
石
を
ｊｌり
、て
、
鶏
二御
衣
石
ヽ

同
年
十
月
十
二
日
、　
三
輸

の
別
所
の
■
人
常
概
房
慶
同
を
請
し
て
、
今
・́加
二持
御
衣
石
ヽ

同
年
極
月
二
日
菩
提
房
持
二
下
佛
の

指
同
・フ、
同
四
日
配
ン指
岡
テ
石
上
二被
注
二
縦
度
の
分
量
一、　
同
十
九
日
宗
離
彫
二
始
之
Ｌ

此
巧
匠
者
、

宋
人
二
郎
、
二
郎
、
五
郎
、
六
郎
、
七
郎
、
八
郎
共
に
石
像
彫
〓造
之
Ъ

以
下
略

こ
の
政
員
法
印
の
石
佛
縁
起
と
、
同
寺
所
蔵

の
大
野
寺
石
佛
爾
勒
箪
造
立
賞
録
勅
嘲
帷
量
鰤
副
縁
絡
淋
議
に
抑



安
情
・‐、
勅
を
承
う
件
の
屏
風
浦
に
下
向
有
け
う
。
承
元
元
年
十
月
八
日
に
大
僧
正
巧
匠
を
召
具
し
、

此
所
に
下
向
仕
給
ひ
、
彼
浦
の
南
の
端
の
大
石
を
以
て
、
鶏
二御
衣
石
ヽ

同
年
十
月
十
二
日
、　
三
輸

の
別
所
の
翠
人
常
概
房
慶
園
を
請
し
て
、
今
レ加
二持
御
衣
石
ヽ

同
年
極
月
二
日
蓄
提
房
持
〓
下
佛
の

指
同
一，、
同
四
日
配
ン
指
園
テ
石
上
二被
注
二
縦
度
の
分
量
・テ、
同
十
九
日
宗
慶
彫
〓
始
之
・。
此
巧
匠
者
、

宋
人
二
郎
、
二
郎
、
五
郎
、
六
郎
、
七
郎
、
八
郎
共
に
石
像
彫
〓造
之
Ｔ。
以
下
略

こ
の
政
員
法
印
の
石
佛
縁
起
と
、
同
寺
所
蔵

の
大
野
寺
石
佛
爾
勒
算
造
立
賞
録
勅
噸
解
妊
脚
岬
縁
恕
淋
議
に
杵

勧
孵
力，大
細
時
闘
動
靭
暉
州
０

と
題
す
る
書
と
比
較
す
る
に
、

内
容
に
若
千
の
出
入
異
同
が
あ
り
、　
ま
た
記
事
に

多
少
の
相
違
も
登
見
さ
れ
る
が
、

ま
づ
大
般
に
わ
い
て
殆
ん
ど
同

一
で
あ
る
。
但
し
後
者
の
記
述
が
前
者

を
底
本
と
し
て
、
古
記
録
の
類
を
渉
猟
し
、　
江
戸
時
代
中
期
の
こ
ろ
に
於
い
て
翡
録
さ
れ
し
も
の
な
る
こ

と
は
疑
ひ
な
い
。
こ
れ
に
も
宋
人
石
工
に
開
し
て
次
ぎ
の
如
き
所
述
が
見
え
て
ゐ
る
。

焚
別
院
樽
法
院
領
大
和
國
宇
陀
郡
大
野
ノ荘
屏
風
浦
′邊
有
〓九
丈
七
尺
磐
石
一
九
丈
晃
標
”
九
品
之
往

生
・，、
七
尺
者
又
示
一
七
覺
之
法
門
・テ、
此
大
石
′
面
有
レ便
〓
篤
二算
像
一、
爾
時
承
元
元
年
肝
十
月
八
日

巧
匠
桑
人
六
郎
次
郎
等
下
三
向
‥
千
此
庭
一以
”
彼
′浦
ノ市
ノ端
ノ大
石
″路
”御
衣
石
一丁
。　
同
十

二
日
′

朝
自
〓
二
輸
′別
所
・鼻
人
鴎
硼
期
慶
下
向
′
辰
剋
二地
鎮
ｔ

件
日
見
〓
廻
束
面
・チ之
間
、
大
石
′傍
二山
鹿
四

頭
出
水
く

諸
人
櫛
一
大
明
神
之
擁
護
・卜、
日
本

一
切
如
レ此
支
無
レ
之
故
也
、　
同
十
四
日
令
レ結
〓航
桓
一

同
ロ
タ
ニ山
神
チ
鎮
祭
ｔ

架
人
六
郎
棒
”幣
畠
・テ再
井
ｔ
　
同
日
暮
テ
戌
剋
許
リ
ニ大
野
庄
ノ
住
民
清
宗
夢

マ
マ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

想
．．云
、
着
琳
白
浄
衣
″章
子
四
人
出
水
テ
此
御
大
願
寄
代
之
勝
事
也
、　
尤
可
〓随
喜
・也
、　
此
貿
殿
又

可
‐全
二
改
造
・也
、
此
旨
忙
二可
レ令
二披
露
Ｌ
云
　
受
二此
命
】テ癌
丁
。
十

一
月

一
日
架
人
七
郎
始
而
下

向
′並
二却
六
郎
一、
今
日
斉
〓航
桓
′上
・テ怖
二
四
面
之
桓
・，同
目
寅
′
刻
蓮
菫
房
夢
想
云
於
〓鎮

守
妙
理
椎

現
右
ノ
方
二峯
北
而
一金
色
′
毘
沙
門
天

一
尺
四
寸
許
１

像
令
」座
給
フ相
二
見
ス
ル
之
・ラ所
二
婦
依
尤
深
メ
害

了
。
同
二
日
菩
提
房
酬
辮
淋
林
翻
酔
卸
諏

持
二
下
御
佛
′指
同
）。

同
四
日
配
，
指
同
，
石
上
一被
レ注
〓
縦



度
ノ分
量
・，。
同
八
日
澪
乗
坊
夢
想
二云
於
二佛
所
一御
□
像
成
り
了
。
出
二鎮
守
明
神
邊
一有
三高
大
ノ墓
閣
・

願
主
大
僧
正
御
房
御
二座
共
上
Ъ
　
叉
営
”
佛
面
′
正
中
一右
Ｌ

ノ橋
）解
騰
房
翠
人
令
レ座
二共
上
一給

之

由
見
テ覺
了
。
―
―

同
十
九
日
宗
慶
彫
二始
′
之
Ｌ

十
日
午
ノ剋
所
二
彫
放
一之
大
石
落
二始
ム
之
・―
―

承
元
二
年
殿
正
月
十
二
日
被
‐́彫
二
始
之
・。　
几
此
石
佛
自
二承
元
元
年
十
月
十
五
日
・至
二
同
二
年
九
月

十
日
一頭
光
身
光
本
コ
彫
絡
・。

自
二
同
月
十
二
日
・至
二十
月
二
日
一九
ケ
日
之
間
彫
二佛
像
一了
。

御
俳

者
自
〓鳥
豚
之
頂
・至
二
千
幅
輸
之
鉄
・五
丈
四
寸
。
自
二髪
際
・以
下
四
丈
五
尺
七
寸
也

右
に
掲
げ
た
二
様
の
記
録
に
於
い
て
、
吾
々
の
初
聞
と
す
る
事
項
が
大
慢
三
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
ま

づ
そ
の
第

一
は
宗
慶
と
い
ふ
者
が
始
め
て
刻
彫
の
端
槌
を
ふ
る
つ
た
と
い
ふ
こ
と
、　
二
郎
三
郎
五
郎
六
郎

以
外
に
七
郎
八
郎
と
い
ふ
宋
人
石
工
が
加
は
つ
て
ゐ
る
こ
と
、　
宋
人
石
工
の
間
に
オ
千
の
軋
礫
が
あ
つ
た

ら
し
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
な
ほ
ま
た
義
停
の
筆
録
と
お
も
へ
る
後
者
の
記
録
に
屡
々

「
巧
匠
架
人
六
郎

次
郎
等
下
向
ン
テ
」
と
か

「
桑
人
六
郎
幣
畠
フ
捧
グ
テ
」
と
か
と
述
べ
て
あ

る
そ
の

「
栞
人
」
な
る
も
の

が
、
疑
ひ
も
な
く

「
宋
人
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
、
別
の
箇
所
に
こ
れ
ら
宋
人
石
工
を
指
し
て
「
唐
人
」

と
い
つ
て
あ
る
こ
と
、　
た
と
へ
ば

「
彫
〓
此
像
・テ之
唐
人
」

「
件
ノ
小
童
唐
人
の
隙
無
キ
時
石
像
之
邊
二
水

り
寄
テ
撃
槌
フ
執
ソ
而
テ
此
像
フ
彫
ノン
」

と
云
つ
て
あ
る
例
に
徴
す
る
も
之
を
首
肯
す
る
こ
と
が
出
木
る

で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
右
記
述
に
現
は
れ
る
宗
慶
と
い
ふ
″
直
ち
に
石
工
伊
行
末
を
指
す
も
の
と
は
信
ぜ
ら



か
、
疑
ひ
も
な
く

一
宋
人
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
、
別
の
箇
所
に
こ
れ
ら
朱
人
石
工
を
指
し
て
「
唐
人
」

と
い
つ
て
あ
る
こ
と
、　
た
と

へ
ば

「
彫
〓
此
像
・テ之
唐
人
」
「
件
ノ
小
童
唐
人
の
隙
無
キ
時
石
像
之
邊
二
水

り
寄
テ
盤
槌
フ
執
り
而
テ
此
像
フ
彫
″
」

と
云
つ
て
あ
る
例
に
徴
す
る
も
之
を
首
肯
す
る
こ
と
が
出
木
る

で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
右
記
述
に
現
は
れ
る
宗
慶
と
い
ふ
″
直
ち
に
石
工
伊
行
末
を
指
す
も
の
と
は
信
ぜ
ら

れ
ぬ
に
も
せ
よ
、
と
い
ふ
の
は
、
そ
れ
が
こ
の
弼
勒
石
像
の
下
同
を
描
い
た
費
者
か
、　
但
し
は
石
工
監
督

の
位
置
に
あ
つ
た
者
か
も
同
り
が
た
い
か
ら
で
あ
る
が
、

し
か
し
地
鎮
の
日
に
際
し
幣
串
を
棒
げ
た
と
い

ふ
宋
人
六
郎
は
、
あ
る
ひ
は
事
に
寄
る
と
伊
行
末
を
指
す
の
か
も
知
に
な
い
と
想
は
に
る
。

こ
れ
ら
の
宋
人
石
工
が
、　
二
郎
二
郎
五
郎
六
郎
な
ど
と
云
ふ
が
如
き
呼
び
名
で

一
般
に
呼
ば
れ
て
ゐ
に

ら
し
い
こ
と
は
、
東
大
寺
造
立
供
養
記
の
記
載
か
ら
も
之
を
確
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
し
て
、
斯
か
る

呼
び
名
が
彼
等
の
通
綺
で
ぁ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
賞
と
見
て
誤
り
あ
る
よ
い
。
そ
れ
り
ゑ
侍
識
に
い
ふ
と

こ
あ
の
宋
の
師
化
人
石
工
が
、　
す
な
は
ち
伊
行
木
と
そ
の
一
派
を
指
す
も
の
な
る
こ
と
も
又
そ
こ
に
何

『

疑
間
の
徐
地
と
て
は
な
い
で
あ
ら
う
。
大
野
寺
の
磨
岸
捕
勒
像
の
作
者
は
紛
れ
も
な
く
伊
行
末

一
派
の
栄

人
石
工
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

を8鳳 実I渡
の  と く 敗  と 木

雰荘ど五Y至
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裔
・

の
名
す
ら
も
近
年
ま
で
は
埋
れ
て
を
つ
た
や
う
な
火
第
で
あ
る
。
従
つ
て
石
工
と
し
て
の
彼
等
の
業
蹟
に

就
い
て
は
多
く
聴
く
と
こ
ろ
が
な
い
。　
た
だ
僅
か
に
般
若
寺
笠
卒
堵
婆
の
款
文
や
他
の
零
細
な
る
記
述
を

蠅
じ
て
、
共
の

一
端
を
朧
氣
な
が
ら
も
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
い
ふ
程
度
で
、
満
足
し
な
け
に
ば
な
ら
な

い
と
云
つ
た
や
う
な
事
情
に
あ
る
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
事
情
は
、　
？
ま
り
彼
等
が
化
人
の
名
の
下
に
概

折
さ
れ
て
、
そ
の
清
息
を
絶
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
わ
け
で
あ
る
が
、
石

彫
作
家
と
し
て
の
彼
は
、
営
時
非
几
の
技
術
を
も
つ
作
家
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。　
い
ま
東
大
寺
南
大
門

背
面
に
安
置
せ
ら
れ
る
石
獅
に
し
て
も
、
法
華
堂
前
の
石
燈
に
し
て
も
、
般
若
寺
十
二
重
大
石
塔
に
し
て

も
、
す
べ
て
み
な
雄
大
荘
重
の
う
ち
に
一
種
氣
一果
の
高
い
、
垢
ぬ
け
の
し
た
曇
術
的
芳
香
を
横
浴
さ
せ
て

”わ
る́
。

伊
行
末
は
正
元
二
年
七
月
十

一
日
わ
が
関
で
客
死
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

従
つ
て
大
野
寺
石
像
造
立
の

水
元
年
中
は
そ
の
日
本
滞
在
期
の
初
期
に
あ
た
つ
て
を
り
、
彼
の
壮
年
時
代
に
該
常
し
て
ゐ
る
。

石
像
は

恐
Ｌ
く
彼
の
壮
年
期
に
お
け
る
最
も
進
し
い
覇
気
に
富
ん
だ
彫
抜
を
示
す
の
作
で
あ
ら
う
。

お
も
ふ
に
、
こ
の
靡
崖
爾
勒
像
の
ご
と
き
斯
か
る
す
ば
ぬ
け
た
大
作
を
こ
な
し
得
る
石
工
は
、　
般
若
寺

十
二
重
石
塔
の
こ
と
き
大
石
造
物
の
作
者
を
除
外
し
て
は
、

営
時
の
日
本
に
さ
う
ぎ
ら
に
存
在
す
る
も
の

と
は
稽

へ
ら
れ
な
い
。
の
み
な
ら
十
共
の
石
彫
の
手
法
の
極
め
て
本
職
的
な
る
謝
や
、　
石
像
全
鰹
を
通
じ
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て
務
碑
す
る
大
陸
的
特
性
―
‐―
と
り
わ
け
輛
勒
佛
の
面
相
の
異
國
調
で
日
本
人
の
成
性
と
は
や
や
そ
ヾ
は

な
い
何
も
の
か
が
共
庭
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
鼎
よ
り
云
っ
て
も
、
こ
の
磨
崖
石
像
の
作
者
が
、

常
時
渡
水
の

栄
人
伊
行
末
と
そ
の

一
派
で
あ
ら
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

納
衣
の
流
麗
に
し
て
暢
暢
と
し
た

調
子
や
而
相
に
し
て
も
、

般
若
寺
石
塔
の
四
面
佛
と
何
庭
か
に

一
脈
の
相
通
す
る
も
の
が
あ
る
や
う
で
あ

る
。
こ
の
石
像
は
我
が
國
に
お
け
る
線
彫
像
と
し
て
の
最
大
作
で
あ
る
ば
＞
う
で
は
な
く
、

ま
た
じ
つ
に

雄
輝
き
は
よ
る
最
大
傑
作
と
し
て
、
日
本
石
彫
史
上
に
陸
離
た
る
光
形
を
鼎
す
る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時

代
の
多
数
の
逃
作
米
が
作
若
を
春
Ｈ
佛
師
と
す
る

説
は
必
ず
し
も
撃
な
る
俗
博
で
は
な
い
。　
本
日
佛
師
の

榊
は
、　
主
と
し
て
鎌
倉
再
典
の
市
都
諸
大
寺
の
造
像
に
係
は
つ
た
と
こ
ろ
の
佛
師
を
絶
栴
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

室
生
寺
附
近
の
石
佛
　
室
生
寺
は
こ
こ
よ
り

一
里
餘
の
行
程
で
あ
る
。
字
陀
川
の
岸
に
滑
う
て
樺
誉
た

る
山
路
を
辿
る
と
、
四
面
、
山
に
か
こ
ま
れ
て
橋
鉢
の
底
の
や
う
に
な
つ
た
金
地
に
、
堂
塔
伽
藍
巌
か
に

大
師
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿
で
建
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
室
生
寺
に
は
、
金
堂
附
近
に
青
而
金
剛
を
自
然
石

に
陽
刻
し
た
や
や
古
い
石
仰
や
、
大
鼓
橋
附
近
の
大
自
然
巌
に
石
佛
像
州
ュ
‐ノグ＞岸
に
嗽
絲
腱
柑
啄
疎
“
馘
は
押
陣
晰
　
９

の
陽
刻
せ
る
も
の
や
、
地
減
像
な
ど
が
見
ら
る
る
以
外
め
ぼ
し
い
石
佛
は
あ
ま
り
な
い
や
う
で
あ
る
。
し
　
２


